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【結果】ヒト好中球を in vitroで培養すると自然にアポトーシスを起こした。G-CSF (granulocyte 
colony-stimulating factor) は好中球に作用して抗アポトーシス作用を示した。IFN-γも同様に好中球に作
用して抗アポトーシス作用を示した。G-CSF及びIFN-γの抗アポトーシス作用はcycloheximideにより完全に
抑制され、蛋白質合成依存性であった。IFN-γはERK （extracellular signal-regulated kinase）のリン酸
化を誘導しなかったが、STAT1 （signal transducer and activator of transcription 1）およびSTAT3のリ
ン酸化を誘導した。STAT3のリン酸化に関してはG-CSFと共通していた。IFN-γによるSTAT3のリン酸化は、
200 IU/mlですでに最大の効果を示した。また、10分間の刺激で効果は最大となった。G-CSFにより誘導され












蛋白質合成に依存していることを示している。G-CSF刺激により signal transducer and activator of 
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る抗アポトーシス作用を示すことを示唆している。 
本研究は、IFN-γ刺激によりヒト好中球において活性化されるシグナル伝達系並びに抗アポトーシス作用に
おけるSTAT3の関与の可能性を明らかにしており、炎症応答におけるIFN-γの新たな病態生理学的意義を明ら
かにしている。よって、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
